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　アイヌ民族の婚姻
は、自由恋愛の場合と
親同士が相手を決める
場合、二とおりありま
した。恋愛結婚の場合
は双方の意思が一致し
ているので問題ありま
せんが、親同士が相手
を決める場合は、成人後に、必ずしも本人が同意する
とは限りません。当事者の片方が気が進まない場合に
は破談にすることもできました。その際は、仲介者を
たて、慰謝料として物品を供出し、お詫

わ

びすることで
解決したとのことです。うまく結婚話がまとまると、
一対の耳輪の片方やアットゥシ（衣類）を相手に贈る
など、婚姻関係を結ぶ「契

ちぎ

り」がなされていました。
婚姻は、血が濃くなる近親婚を避けるだけでなく、他
との友好関係を密にすることで、同じ集落ではなく他
地域の人と相互扶助の関係を成立させておくことが未
来への大きな布石となっていました。そのきっかけが
婚姻であったのです。熊祭りのような冬の祭りは、他
地域から食料持参で参加することから、配偶者を見つ
ける絶好の機会となりました。
　両家の親同士による話し合いがまとまり、好ましい
異性と自覚すれば、女性からは男性に手作りの刺

し

繍
しゅう

を
ほどこした小物、男性は自分が彫った小刀などを女性
に贈ります。贈られたものを相手が身に着けることで、
確実に結婚の意志が相互に受け入れられたことになっ
たのです。
　婚姻に際しては相手の家の家紋が重要です。男性の
家紋は、先祖とされるシャチやクマ、シマフクロウな
ど地域ごとに共通していました。紋はこれらの生物を
抽象化した線で表したものです。紋を受け継ぐのは男
性で、女性は母親から、結婚適齢期になると締めるラ
ウンクッ（ra－下 un－にある kut－帯）という下

した

紐
ひも

（下
帯）を受け継ぎ、その編み方で家系を示しました。下
紐というのは、イラクサやツルウメモドキの繊維を雪
に晒

さら

したもので編み、片端に房飾りをつけた紐で、編

み方や締め方は家系に
よって全く異なりま
す。男性の個人紋は、
矢に刻んで狩猟の際、
誰の獲物かを示すとい
う役割もありました
が、女性の下紐は、女
系を表すものでした。

例えば、男性は自分の母方の女性、つまり母親と同じ
編み方の下紐の女性とは従妹でも結婚できないきまり
でした。
　ところで、日本も戦前までそうであったように、
アイヌ社会でも正妻のほかに第二夫人、場合によって
は第三夫人が認められていました。現代の男性にとっ
ては羨

うらや

ましい制度であったと思われるかもしれません
が、これは、生活を支える日々の労働の負担が重かっ
たため労働力を確保する必要があったこと、また、医
療もうけられず幼児の死亡率が高かったため、リスク
を軽減する手段だったといえます。夫婦が年老いてき
た場合、子どもが授かることを期待して、妻が夫に若
い第二夫人を持つことを勧めることも珍しくありませ
んでした。第二夫人に子どもが生まれると、最初の子
は第一夫人が実子と分け隔

へだ

てなく育てます。これは、
自分が出産できない時期に入り、生きがいを喪失しか
けている時に新しい目標ができ、心身共に若返り、い
つかは老後に介護を受け、亡くなった後には供養され
ることを希望していたようです。第二子以降は第二夫
人の子となります。自然状況に左右される生活では狩
猟、漁業の作業中の事故も多く、家族が多いほうがリ
スクは下がるという合理的な考えです。江戸時代、日
本の武家社会でも家の存続のため同じようなことがな
されていました。夫が存命中も、亡くなってからも第
一夫人と第二夫人は感情的に対立することもなく、互
いに協力しあって仲良く暮らしました。これも自然相
手の厳しい生活環境から生まれた制度であったからこ
そといえると思います。
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